
 

令和３年度第２回高崎市介護保険運営協議会 次第 
 

 

日 時：令和４年３月１７日（木）午後２時 

場 所：高崎市役所  第３１会議室（３階） 

 

 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ          

 

 

３ 議  題 

 

（１）令和４年度以降の部会の設置について（資料１） 

 

 

４ 報  告 

 

（１）令和４年度介護報酬改定等について（資料３） 

 

（２）令和３年度新規事業等の実施状況について（資料２－１、２－２） 

  

 

５ そ の 他 

 

 

６ 閉  会 



 

令和 4 年度以降の部会の設置について 

 

 

平成 27 年度から、介護保険運営協議会の内部組織として３部会を設置し、運協

の委員に加え、部会専属の委員を委嘱しつつ、認知症施策等の詳細について検討を

行ってまいりましたが、今回、令和２年度の地方公務員法の改正により、部会のみ

の委員の委嘱が難しくなったことから、以下のとおり介護保険運営協議会に設置す

る部会を見直すこととしたい。 

 

 

１ 令和４年度以降の部会について 

平成 27 年度～令和 3 年度 令和 4 年度～ 

①認知症施策推進部会 

兼:認知症初期集中支援チーム検討委員会 

【廃止】 

 

・ 部会が所管していた事項は、原則

介護保険運営協議会が所管する。 

 

・ 認知症初期集中支援チーム検討委

員会は、別に組織を置く。 

 

・ 地域包括支援センター運営協議会

は、介護保険運営協議会が兼ね

る。 

②在宅医療・介護連携推進部会 

③高齢者あんしんセンター運営部会 

兼:地域包括支援センター運営協議会 

 

※なお、今後の国の方針や介護保険・高齢者福祉事業の変更等に応じて必要性

が生じた場合には、随時、検討するための部会を設置することとしたい。 

 

 

２ 規則の改正について 

 ３部会の廃止に伴い、別紙のとおり協議会規則を改正することとしたい。 

 なお、改正日は令和 4 年 4 月 1 日を予定。 
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○高崎市介護保険運営協議会規則（案）～抄～ 

 

平成１２年３月３１日 

規則第６０号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、高崎市介護保険条例（平成１２年高崎市条例第３４号）第３１条の

規定に基づき、高崎市介護保険運営協議会（以下「協議会」という。）の運営に関し必

要な事項を定めるものとする。 

（会議） 

第２条 協議会の会議（以下この条において「会議」という。）は、必要に応じ会長が招

集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

４ 協議会の議決を要する議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会

長の決するところによる。 

（部会） 

第３条 協議会は、特別の事項の検討等を行うため必要があると認めるときは、部会を置

くことができる。次の各号に掲げる事項の検討等を行うため、当該各号に定める部会を

置く。 

（１） 認知症施策の推進に関する事項及び認知症初期集中支援チーム検討委員会に関す

る事項 認知症施策推進部会 

（２） 在宅医療及び介護の連携の推進に関する事項 在宅医療・介護連携推進部会 

（３） 高崎市地域包括支援センターに係る施策に関する事項及び地域包括支援センター

運営協議会に関する事項 高齢者あんしんセンター運営部会 

２ 部会に属する委員は、会長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員の互選により選任する。 

４ 部会長は、当該部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、当該部会に属する委員のうち

から部会長があらかじめ指名する者がその職務を代理する。 

別紙 



６ 前条第１項及び第２項の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、

同条第１項及び第２項の規定中「会長」とあるのは、「部会長」と読み替えるものとす

る。 

（意見の聴取） 

第４条 会長は、必要に応じ、協議会の会議に委員以外の者の出席を求め、意見を聴くこ

とができるものとする。 

２ 前項の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、同項中「会長」と

あるのは、「部会長」と読み替えるものとする。 

（庶務） 

第５条 協議会の庶務は、福祉部長寿社会課において処理する。 

（協議会及び会長の印） 

第６条 協議会及び会長の公印を次のように定める。 

（協議会の印） 

 

（協議会長の印） 

 

（委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は別に定める。 

 



 

「令和 3 年度 おとしよりぐるりんタクシー運行事業」の実施状況について 

 

１．令和３年度おとしよりぐるりんタクシーの拡充（新規４ルートの創設） 

 

（１）概要 

令和２年６月より、高齢化率の高い倉渕、榛名、吉井の３地域において、ルート上ならどこで

も乗り降り自由、利用料無料、事前予約・利用登録不要で運行してきた「おとしよりぐるりんタ

クシー」について、令和３年８月１日より、旧市エリアにおいて新たなルートを創設した。 

 

（２）運行ルート 

観音山丘陵に沿って建てられた団地などが多数点在し、高齢化に伴い外出に困難を来している

高齢者が多い地域特性を考慮し、以下のルートを選定。 

① 乗附ルート ② 片岡ルート ③ 寺尾ルート ④ 南八幡ルート 

 

（３）新規ルート設定のポイント 

運行ルートについては、以下のポイントを重視し設定。 

① 日々の生活にかかせない地域の医療機関や大型スーパー周辺を可能な限り回る。 

② 既存の公共交通がない地区や、あってもバス停などが遠い地区を可能な限り通る。 

③ 主要なバス停などに接続し、市街地や他地域にも出やすくする。 

④ 急な傾斜地など、高齢者の移動が困難な地域を可能な限り回る。 

 

（４）利用状況 
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延べ利用者数                          （単位：人） 

ルート 

R2 年度 R3 年度 

計 
R2.6 月～R3.3 月末 

R3.4 月～R4.1 月末 

旧市エリアは R3.8 月～ 

倉渕 498 527 1,025 

榛名東 2,405 3,767 6,172 

榛名西 3,987 4,326 8,313 

吉井 3,713 4,200 7,913 

乗附 － 535 535 

片岡 － 792 792 

寺尾 － 1,217 1,217 

南八幡 － 686 686 

合計 10,603 16,050 26,653 



 

２．令和４年度おとしよりぐるりんタクシーの支所エリアにおける運用変更 

 

（１）概要 

ルート上なら乗り降り自由、利用料無料、事前予約・利用登録不要で運行する本事業の特徴は

維持しつつ、１ルート２台で運行している支所エリアのルートについて、地域の特徴や地域の声

を参考としながら１ルート１台の運行とすることで、運行ルートを増やし利用者の更なる利便性

向上を図るもの。 

 

（２）変更点 

【現行の運用】 

① 令和２年６月～ 

支所エリア（倉渕・榛名（２ルート）・吉井）4 ルート運行（１ルート２台で運行） 

② 令和３年８月～ 

旧市エリア（乗附・片岡・寺尾・南八幡）４ルート運行（１ルート１台で運行） 

 

【変更後の運用】 

令和４年４月１日～ 

支所エリアも１ルート１台の運行とする。 

倉渕、吉井で東西２ルート、榛名で東西南北４ルートの合計８ルートとなる。 

 

（３）変更の主なポイント及び各ルートの特徴 

・ 現在１周約１時間となっており乗車時間が長い。 ⇒ １周の乗車時間を短縮する。 

・ 巡回するルートの延長要望等 ⇒ 運行エリアを拡大し、より広範囲を回る。 
 

エリア 特 徴 総拡大距離 

倉 渕 
❖１ルート ⇒ ２ルート 

全８行政区が運行エリアとなる。 
１７.３km 

榛 名 
❖２ルート ⇒ ４ルート 

より広範囲をカバーし乗車時間を５～１０分短縮。 
２３.９km 

吉 井 
❖１ルート ⇒ ２ルート 

東西でルートを分割し乗車時間を約２０分短縮。 
６.６km 

 

 

※運行ルートの詳細については、３月１５日に倉渕・榛名・吉井エリアの住民にチラシ全戸配布。 

 



 

「令和 3 年度 介護に関する入門的研修事業」の実施状況について 

 

１．研修目的 

介護に関心を持つ介護未経験者を対象に、介護の業務に携わるうえでの基本的な知識を研修

し、不安を払しょくすることで、介護分野への参入を促進する。 

 

 

２．実施概要  ※別紙チラシを参照 

（１）研修名 ···· ゼロからはじめる介護職研修 

（２）日程 ····· ①11 月、②2 月～3 月  各回、全 7 日間 

（３）内容 ····· 講義（4 日間）、現場実習（２日間）、就労マッチング支援（1 日） 

（４）募集人数 ··· 各回 25 名 

（５）参加費用 ··· 無料 

（６）事業委託先 ·· 群馬県地域密着型サービス連絡協議会 

 

 

３．実施結果 

（１）受講実績 

 
第 1 回 

（11 月） 

第 2 回 

（2 月～3 月） 
合計 

参加者 ９人 15 人 ２４人 

修了者 ９人 1４人 ２３人 

求職登録者 ８人 10 人 18 人 

 

（２）周知・広報 

①市広報媒体、②ラジオ、③チラシ、④求人誌・フリーペーパー、⑤公的機関による案内 

 

（３）修了者に対するアンケート結果（第 1 回、第 2 回の合計） 

・ 研修を「満足」と回答した人の割合は 80％。「やや満足」も含めると 95％。 

・ 修了者を年代別に見ると、10 代（１人）、20 代（１人）、30 代（１人）、40 代（５人）、

50 代（８人）、60 代（５人）、70 代以上（２人） 

・ 研修参加のきっかけは「ラジオ」が最多で、以下「市メール」、「市広報」、「チラシ」の順。 

・ 参加・体験型の講義については好意的な意見があった一方で、概念的な内容の講義につい

ては残念であるとの回答があった。 

・ その他、実習日数の増加や複数事業所での実習を希望する回答、次のステップとして「介

護職員初任者研修」の受講を検討するという回答があった。 
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令和３年度　全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議資料（高齢者支援課）～抄～


